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４
月
１
日
付
け
で
古
河
電
工
産
業
電
線
の
新
社
長
に
就
任
し
た
小
塚
崇
光
氏
は
、
古

河
電
工
本
体
の
取
締
役
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
統
括
部
門
長
も
兼
務
す
る
精
力
的
な

人
物
だ
。
今
回
取
材
に
応
じ
た
小
塚
社
長
は
、
同
社
の
戦
略
に
つ
い
て
「
ア
ル
ミ
ケ
ー

ブ
ル
や
、
新
架
橋
技
術
を
使
用
し
た
柔
軟
性
の
高
い
耐
熱
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
、
特
徴
あ
る

製
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
防
災
／
減
災
・
少
子
高
齢
化

対
策
な
ど
の
社
会
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
体
験
施
設
を

設
け
た
注
力
製
品
の
躍
進
に
手
ご
た
え
を
感
じ
る
と
し
、
就
任
か
ら
４
カ
月
（
取
材
時
）

の
現
状
に
つ
い
て
は
「
今
が
最
強
の
布
陣
」
と
自
信
の
ほ
ど
を
う
か
が
わ
せ
た
。

案
・
試
作
を
始
め
て
い
る
」

特
長
の
あ
る
製
品
で

社
会
課
題
に
貢
献

―
注
力
す
る
研
究
開
発

や
期
待
す
る
新
事
業
は
？

「
中
長
期
で
は
、
大
容
量

の
風
力
発
電
（
タ
ワ
ー
内
配

線
）、
耐
熱
電
線
、
九
州
工
場

で
の
特
別
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の

開
発
、
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
モ

ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
高
柔
軟
性

・
耐
熱
性
ケ
ー
ブ
ル
と
高
周

波
ケ
ー
ブ
ル
開
発
な
ど
だ
。

ま
た
、
Ｌ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
（
車
両

用
６
０
０
Ｖ
架
橋
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
電
線
）
の
樹
脂
を
新
架

橋
技
術
に
よ
っ
て
改
良
し
、

耐
熱
温
度
を
向
上
さ
せ
、
差

別
化
し
た
。
Ｅ
Ｖ
車
用
の
モ

ー
タ
ー
・
充
電
器
・
次
世
代

イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
利
用
範
囲

が
広
が
る
と
み
て
い
る
。
特

長
の
あ
る
製
品
に
よ
り
、
社

会
課
題
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
に
注
力
す
る
」

　

―
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価

格
転
嫁
に
つ
い
て
は
？

「
ロ
ス
低
減
な
ど
に
努
め

た
が
、
材
料
な
ど
の
高
騰
を

吸
収
し
き
れ
ず
、
昨
年
末
に

価
格
交
渉
を
お
こ
な
っ
た
。

４
月
に
価
格
転
嫁
が
ほ
と
ん

ど
終
了
し
、
ほ
ぼ
全
品
種
で

１
～
４
割
の
上
昇
と
な
っ

た
。
で
き
る
だ
け
短
い
ス
パ

ン
で
価
格
改
定
を
し
た
い

が
、
最
短
で
３
カ
月
だ
と
思

う
。
グ
ル
ー
プ
全
体
の
方
針

と
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
制
の
よ

う
な
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
」

　

―
最
後
に
　
年
に
向
け

３０

て
の
抱
負
な
ど
は
？

　
「
脱
炭
素
や
少
子
高
齢
化

な
ど
、
様
々
な
社
会
課
題
の

解
決
に
貢
献
し
、『
安
全
安

心
快
適
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

経
営
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
ニ
ッ
チ
な
市
場
に
も
注

力
し
て
お
り
、
ど
う
伸
ば
す

か
を
考
え
て
い
る
」

【
略
歴
】
小
塚
崇
光
（
こ
づ

か
・
た
か
み
つ
）
氏
＝
　８２

（
昭
和
　
）
年
４
月
古
河
電

５７

工
入
社
。
取
締
役
兼
執
行
役

員
専
務
を
経
て
、
　

年
４
月

２２

執
行
役
員
専
務
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
イ
ン
フ
ラ
統
括
部
門
長
兼

古
河
電
工
産
業
電
線
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
。

【
趣
味
・
休
日
】
ゴ
ル
フ
、

コ
ロ
ナ
以
降
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。

【
好
き
な
言
葉
】『
Ａ
Ｔ
Ｇ

―
明
る
く
楽
し
く
元
気
』

『
日
々
進
化
』

　

―
原
材
料
、
原
油
高

騰
、
円
安
の
影
響
は
？

「
特
に
電
線
製
造
に
付
随

す
る
主
材
・
副
資
材
が
高
騰

し
て
い
る
。
現
行
販
売
価
格

で
は
利
益
率
が
悪
化
し
て
い

る
た
め
対
応
が
必
要
で
、
資

材
の
安
定
確
保
の
た
め
供
給

元
と
交
渉
し
て
い
る
。
お
客

様
に
対
し
て
価
格
改
定
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
何
度
も

改
定
し
て
い
る
例
も
あ
り
、

適
切
な
対
応
が
必
要
だ
」

　

―
地
政
学
リ
ス
ク
は
？

「
希
少
金
属
や
半
導
体
な

ど
で
影
響
は
あ
っ
た
が
、
円

安
や
海
上
運
賃
の
上
昇
な
ど

の
影
響
の
ほ
う
が
大
き
か
っ

た
。
半
導
体
不
足
に
よ
り
、

モ
ー
タ
ー
な
ど
製
品
供
給
が

滞
っ
て
影
響
を
受
け
た
」

　

―
設
備
投
資
に
つ
い
て

は
？「

６
月
末
に
栃
木
工
場
を

閉
鎖
し
、
一
部
の
設
備
は
既

存
工
場
に
移
設
を
進
め
て
い

る
。
予
想
さ
れ
る
ブ
レ
イ
ク

ス
ル
ー
に
向
け
て
ア
ル
ミ
製

品
の
生
産
設
備
を
更
新
す

る
。
社
長
就
任
以
前
よ
り
ア

ル
ミ
製
品
の
増
産
と
拡
販
に

注
力
し
て
お
り
『
ら
く
ら
く

ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
』
は
、　２１

年
度
に
４
億
弱
、
今
年
度
は

　
億
強
を
見
込
む
。

１０　
ま
た
、
九
州
工
場
は
ゴ
ム

電
線
を
作
れ
る
数
少
な
い
工

場
だ
。
熟
成
し
た
技
術
を
展

開
し
、
　

～
　
年
に
向
け
提

２５

３０

「
電
線
資
材
の
供
給
が
不

安
定
に
な
っ
て
お
り
、
電
線

販
売
自
体
に
も
や
や
影
響
が

あ
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
製

造
国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど

で
一
時
調
達
ペ
ー
ス
が
落
ち

た
が
、
限
定
的
だ
っ
た
。
樹

脂
系
は
、
安
全
在
庫
を
持
ち

つ
つ
供
給
先
を
探
し
、
複
数

購
買
の
め
ど
が
立
っ
た
の
で

通
常
に
戻
し
て
い
く
。

営
業
面
で
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
に
よ
り
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
進
ん

だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
商
品
説
明

会
や
製
品
専
用
サ
イ
ト
な
ど

の
活
用
も
軌
道
に
乗
り
、
新

規
開
拓
に
も
寄
与
し
て
い

る
。
社
内
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど

は
な
か
っ
た
が
、
引
き
続
き

集
団
感
染
防
止
に
注
力
す
る
」

ー
ブ
ル
』
の
近
況
は
、　

年
２５

に
　
億
～
　
億
の
売
上
を
目

２５

３０

標
と
し
て
い
る
。
今
年
度
の

目
標
は
　
億
強
で
、
比
較
的

１０

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

４
月
に
ア
ル
ミ
体
験
セ
ン

タ
ー
を
平
塚
に
開
設
し
た
。

ゼ
ネ
コ
ン
・
サ
ブ
コ
ン
の
工

事
メ
ー
カ
ー
が
　
社
以
上
来

１０

訪
し
好
評
だ
。
発
注
側
と
中

間
、
現
場
で
温
度
差
が
あ

り
、
す
ぐ
に
受
注
と
は
い
か

な
い
が
、
契
約
の
一
歩
手
前

な
の
で
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

を
期
待
す
る
。
テ
レ
ビ
東
京

の
Ｗ
Ｂ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
た
後

は
、
市
場
認
知
度
が
上
が
り

問
い
合
わ
せ
が
増
え
た
。
電

設
工
業
展
の
サ
イ
ト
で
検
索

ワ
ー
ド
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
な
っ
た
」

　

―
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
？

ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
』
の

軽
さ
・
施
工
性
の
良
さ
が
、

工
期
の
短
縮
に
貢
献
す
る
。

時
間
短
縮
は
マ
ン
ア
ワ
ー
減

少
に
つ
な
が
り
、
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
現
場
の
人
手

不
足
対
策
に
貢
献
で
き
る
。

三
つ
目
の
次
世
代
イ
ン
フ

ラ
、
５
Ｇ
、
Ｄ
Ｃ
拡
大
に
つ

い
て
は
、
高
周
波
ケ
ー
ブ
ル

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り

市
販
化
を
目
指
す
。
Ｆ
Ａ
な

ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
。

今
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術

力
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
に

よ
り
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
高

い
レ
ベ
ル
で
応
え
、
課
題
解

決
に
貢
献
し
た
い
」

―
　
年
度
の
主
力
製
品

２２

に
つ
い
て
は
？

「
『
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
太
陽

光
発
電
に
向
い
て
い
る
。
ま

た
、
各
種
可
と
う
性
の
高
い

ケ
ー
ブ
ル
、
柔
軟
な
絶
縁
材

料
に
耐
熱
性
を
加
え
て
開
発

・
商
品
化
し
て
い
く
。

二
つ
目
は
防
災
・
減
災
で
、

災
害
時
の
被
害
を
少
な
く
、

復
旧
を
早
く
す
る
。
古
河
電

工
パ
ワ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ

シ
ス
テ
ム
と
共
同
で
取
り
扱

っ
て
い
る
、
接
続
や
施
工
に

時
間
が
か
か
ら
な
い
Ｐ
Ｉ
Ｃ

コ
ネ
ク
タ
付
き
可
と
う
ケ
ー

ブ
ル
で
あ
れ
ば
、
高
度
な
ス

キ
ル
を
必
要
と
し
な
い
た

め
、
寸
断
時
の
復
旧
工
事
の

期
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き

る
。
Ｄ
Ｃ
は
停
電
し
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
脱
着
が
早
い

Ｐ
Ｉ
Ｃ
付
ケ
ー
ブ
ル
が
適
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、『
ら
く

の
影
響
に
よ
り
売
上
が
大
幅

ダ
ウ
ン
し
営
業
赤
字
だ
っ
た

が
、　

年
度
は
売
上
が
３
割

２１

ア
ッ
プ
し
て
営
業
黒
字
に
復

帰
し
た
。

今
年
の
６
月
末
を
も
っ
て

栃
木
工
場
を
閉
鎖
し
た
。
汎

用
線
の
製
造
販
売
は
主
に
Ｓ

Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
担
い
、
一
部
の
汎

用
線
は
平
塚
工
場
で
製
造
を

継
続
す
る
。　

年
度
の
売
上

２２

は
若
干
ア
ッ
プ
、
営
業
利
益

は
２
倍
増
以
上
が
目
標
だ
。

第
１
四
半
期
は
ほ
ぼ
予
定
通

り
に
推
移
し
て
い
る
」

　

―
具
体
的
な
課
題
や
目

標
は
？

「
解
決
す
べ
き
課
題
の
一

つ
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
対
応
だ
。
太
陽
光

な
ど
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

に
お
い
て
、『
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
』
や
各
種
可

と
う
ケ
ー
ブ
ル
の
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。『
ら

く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
』

は
、
施
工
性
が
高
い
こ
と
に

加
え
、
お
金
に
な
ら
な
い
た

め
盗
難
さ
れ
に
く
い
点
が
、

ひ
と
気
の
な
い
場
所
に
設
置

　

―
就
任
か
ら
５
カ
月
に

な
る
が
、
抱
負
や
現
状
は
？

「
当
社
に
と
っ
て
今
が
最

も
強
力
な
布
陣
だ
。
現
経
営

陣
で
、　

年
中
期
計
画
を
達

２５

成
し
て
い
く
。
資
本
効
率
と

営
業
利
益
の
向
上
を
図
る
」

　

―
こ
れ
ま
で
の
業
務
と

印
象
に
残
る
出
来
事
は
？

「
も
と
も
と
千
葉
の
情
報

通
信
本
部
で
民
需
の
細
物
電

線
部
門
に
い
て
、
大
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
を
相

手
に
仕
事
を
し
て
お
り
、　９８

年
に
は
機
能
製
品
関
係
を
扱

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
自
動

車
部
門
で
中
国
生
産
の
た
め

現
地
に
。
帰
国
後
は
三
重
に

４
年
半
い
て
、　

年
か
ら
滋

１１

賀
で
仕
事
を
し
て
い
た
。

自
動
車
部
門
長
時
代
は

様
々
な
国
に
行
っ
た
が
、
パ

キ
ス
タ
ン
で
は
空
港
爆
破
な

ど
政
情
不
安
が
収
ま
ら
ず
、

大
変
な
思
い
を
し
た
」

―
　
年
の
振
り
返
り
と

２１

　
年
の
見
通
し
は
？

２２　
「
　
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

２０

小塚崇光社長

最
強
の
布
陣
で
社
会
課
題
解
決
に
貢
献

ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
特
長
あ
る
製
品
に
注
力




